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母子保健事業 事務事業評価シート

27年度(計画)

26年度(実績) 27年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

0404 母子保健事業

暮らし

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

【 事後評価 】平成 26 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 04 01 02

政策 2-6 健康づくりの推進
施策 2 母子保健の推進

目的 母子の健康保持

対象 妊産婦及びその夫、各対象月齢の乳幼児、小学生、中学生、高校生

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図

健康診査により疾病の早期発見・早期治療ができ、各種相談、教室で出産・育児の不安の
軽減。学童等が命や健康の大切さを知る。 妥当である

見直し余地がある

○妊娠期
　健康診査　1人１４回、家庭訪問、パパママ教室　６回
○乳幼児期
　健康診査、家庭訪問、育児学級、健康相談、離乳食教室
○中学生・高校生
　赤ちゃんとふれあい体験教室　７回

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

母子保健法に基づき実施している事業であるため。

 受益と負担の適正化余地 母子保健法に基づき各種事業を実施している。対象者全員に周知
しており受益機会は、公平である。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない

委託

公
平
性

7,600

健康な赤ちゃんを出産し安心して子育てできる環境づくりのた
め、各種健診や相談支援を強化する必要があることから相談の機
会等工夫の余地がある。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

専門職により指導、支援が必要なことから人件費の削減はできな
い。

7,800

後援・協賛 補助・助成

25年度(実績)

市民参画の有無 対象外
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

実績 7,947 7,458

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 26年度(実績)

② 相談指導件数 人
計画 4,000

① 妊婦一般健康診査受診回数 回
計画 7,800

実績
③

計画

4,000
実績 2,908 8,671

4,000

％
98.5 100.0目標

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

98.1実績

25年度(実績)

実績

②
目標

① ３歳児健診における受診の割合

目標

実績

99.3

成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

・安心して健康な子どもを生み育てるため妊婦・乳幼児健診を行うともに、未受診者に対して受
診勧奨に努めたが受診者及び受診率が若干減少した。
・こどものためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業（新規事業）の申請に伴う健康相談が増
えたため相談件数が増えた。

【H26成果指標の設定根拠】
・乳児期の健診の受診率は高いが、年齢が進むと受診率が下がるため、乳幼児健診の最後の健診
である３歳児健診の受診率を成果の指標とした。平成23年度は、97.1％、平成24年度は、98.4％
と伸びたが、平成25年度は、入院等で受診できない児もいることから昨年度より下がらない目標
値とし、平成26年度は受診率100％を目標値とした。

目標値より低い

100.0



※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円

　健康診査委託料　 　61,370千円（花巻市医師会、岩手県医師会、健診委託医療機関等）
　健康診査費用補助金　377千円（里帰り出産者等の健診費用補助）
　集団健診等　　　　12,989千円

＜妊婦＞

○ ～

　

母子保健事業

集団健診

ふれあい体験教室 7か月健診時開催

備考対象

7カ月・1歳6カ月児・3歳児・2
歳児親子

中高生

育児学級 11か月～1歳児
集団にて衛生教育及び
子育て相談

　●母子保健事業　　H26　　74,736千円　　（H25　79,410千円）

植田　恵美子 390

平成 26 年度 事業説明資料 【 】

目項

内線担当部署 部名 健康福祉部 課名 健康づくり課 担当係長

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 04 01

25年度
決算額(A)

26年度
決算額(B)

27年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
86,044 74,736 △ 11,308

財
源
内
訳

国・県

△ 8,118

2,699 △ 2,699
事業項目

母子健康手帳交付

医療機関

地方債

その他 491 △ 491

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

事業開始の背景・経緯

部経営方針における目標

○妊娠期
　健康診査　1人１４回、家庭訪問、パパママ教室　６回
○乳幼児期
　健康診査、家庭訪問、育児学級、健康相談、離乳食教室
○中学生・高校生
　赤ちゃんとふれあい体験教室　７回

・虐待予防のため乳幼児健診の未受診者に対して受診勧奨や訪問を行っている。
・赤ちゃんふれあい体験教室を希望する中学校が、偏っている。

事業説明資料

02

事業ｺｰﾄﾞ

0404

・昭和40年8月の母子保健法施行により母性並びに乳幼児の健康保持増進を図るための事業を実
施している。
・平成21年4月より妊婦一般健康診査回数が、１４回となる。（H25年度から普通交付税）

一般財源 82,854 74,736

事業名

母子保健事業

事後評価

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

子育て支援を充実し子育てしやすい環境を目指します。

年度〕

事業概要

1か月児・4カ月児・10カ月児個別健診（医療機関）

場所
各保健センター

花巻保健センター

＜乳幼児＞

妊婦一般健康診査（14回）
妊婦子宮頸がん検診
パパママ教室

事業項目


